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「新春を迎えて」 
 
  

新年 明けまして おめでとうございます。 

皆様方には、良い新年をお迎えのことと存じます。 

 

昨年は、地域の皆様、地域の医療機関の皆様に支えられて、無事に 1年を過ごすことが出来ました。心

より感謝申し上げます。 

 昨年の 10月 13日に、シスター フィロメナ 湯川智名誉院長が御帰天されました。職員一同は深い悲

しみに包まれましたが、神山復生病院に 53 年の長きにわたり、熱心に医療と福祉を実践され、患者様と

共に歩まれた湯川先生のお姿に倣い、その御遺志を受け継ぎ、126年の歴史を持つ当院をさらに発展させ

てゆくことを決意したところでございます。 

当院の今年の目標・課題として、病院の理念を常に心に留め、いのちの尊厳を重視した安全・安心な医

療・福祉の提供を基礎として、経営の安定化の強化、関連医療機関との連携の強化、院内外の研修の充実、

地域の皆様との連携、などを構想してゆきたいと考えております。 

最後に、平成 28 年が、皆様方にとってご多幸の年でありますように御祈念申し上げ、本年も、相変わ

らず、皆様方の御指導、御鞭撻、御支援を宜しくお願い申し上げまして、新年の挨拶とさせていただきま

す。 

 

 

 

 

 

《 理   念 》 

神山復生病院は キリストの愛に基づいて 病める人も健やかな人も 神によって創られた人間として 

喜びも苦しみも共にしながら 一人ひとりの命を大切にし 希望をもって医療と福祉に献身します 

《 基本方針 》 

１ 患者様本位の医療 

患者様一人ひとりの生活を重視し、地域のニーズに応えるサービスを提供します 

２ 職員の人材育成 

優れた人材を育成するため、研修を充実し、専門・認定資格の取得を目指します 

３ 経営の安定化 

病床利用率を高め、病院の経営状態を安定化します 

院長  飛澤  彰 
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「日本カトリック医療施設協会 第５１回全国大会」に参加して 

職場紹介 外来 

明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。 

外来スタッフは５名で日々の業務・内科（内視鏡含む）・心療内科・

皮膚科の外来に対応しています。外来診察を受けるにあたり、お

困りのこと・何か聞きたいことがございましたら遠慮なく声をお

かけください。 
(外来主任 仲道由美子)

日本カトリック医療施設協会の全国大会が 10 月 29 日から 31 日まで 
熊本にて開催されました。今回、この大会に参加させていただき初めて

事例発表を行いました。

今回のテーマ「いのちをみつめて」が与えられ、復生病院において私が

看護師として生と死に向き合ってきたかを振り返る機会になりました。私

が勤務する療養病棟は、元ハンセンの在院者様のお部屋と療養病床の患者

様の病室があります。そのような病棟の中で元ハンセンの在院者様の旅立

ちと療養病床の患者様の旅立ちに寄り添いながら、考え、違いなどを感じ

まとめさせて頂きました。元ハンセンの在院者様の信仰の強さについて再

認識し、療養病床の患者様と家族の関わりについても深く考えることがで

きました。

全国大会での事例発表という良い経験となりました。この経験をもとに看

護師という仕事に誇りをもって働いていこうと思います。また、他の医療

施設の方々の事例発表をお聞きして心打たれるものがたくさんありまし

た。今後、復生病院がカトリック医療施設として地域に貢献していけるよ

うに一助を担いたいと考えています。

「基礎Ⅰ実習を受けて」 

11 月 19 日から 27 日の 6 日間、御殿場看護学校の基礎Ⅰ実習を受け入れました。 

基礎Ⅰ実習は今回初めての受け入れであったため、実習指導者はもちろん、病棟スタッフも緊張しておりました。し

かし看護の道を志し学び始めたばかりの学生は、初めての実習にも関わらず、患者様の立場を尊重し、患者様の心に

寄り添うようなコミュニケーションが取れていたことに、大変驚かされました。看護は看護技術も大切ですが、人と

人との関係づくりが先ず大切となります。コミュニケーションは言語のみならず、非言語的コミュニケーションも駆

使しながら関係を築いていきますが、今回の学生さんは実習の中ですぐその大切さに気づき、積極的に患者様と関わ

ることができておりました。実習指導者として、神山復生病院のキリストの愛に基づいた看護を、スタッフの行動や

指導を通して伝えることができ、看護学生の大切な実習の土台作りに貢献できたと感じています。私自身が今後も初

心を忘れず、学生さんとの出会いに感謝しながら、これからも実習指導に励んでいきたいと思います。 

療養病棟主任 草野三千代

療養病棟師長 伊藤 佳子

熊本 慈恵病院 

発表する伊藤師長 



 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               
 
 
 
 
 
 
 

医療安全推進週間の取り組みについて 

               『天野菓子店 大福』 
 
今回、あったかいお茶にぴったりなお菓子を紹介させていただきます。御殿場市内

にある「天野菓子店」をご存知ですか？ 
昔「すぎばら餅」とも呼ばれた、上品な甘さのあんこが美味しい、白と草の 2 種類あ
るお大福が絶品です。 
買いに行っても売切れのこともしばしば．．．。 
「もちパイ」も美味しいので、ぜひ一度お試しください。 
                             （薬局 永井祐佳） 

 

 

今回のおすすめ 

厚生労働省の医療安全推進週間（毎年度 11 月 25 日を含む１週間）に基づき、 
今年度初めてリスクマネジメント委員会が、医療安全推進月間として 2 つの取り組み 
を実施しました。先ず、病院玄関のパネルにインシデントレポートにより改善した、 
各部署の取り組みをポスターにまとめ掲示しました。各部署それぞれ改善点を写真に 
撮り、わかりやすく表示しました。次に、リスクマネジメント委員３名により医療安 
全の視点で部署巡回を行いました。日頃あたり前に行っている業務についての手順を、 
質問形式で確認しました。日常業務を改めて問われると、少し戸惑うような場面もあ 
り手順を順守する必要性を再確認することができました。ポスター掲示においては 
ご意見箱に、「掲示方法をもう少し見やすくしてください」との意見を頂戴したことで 
来年度にぜひ活かしていきたいと考えております。医療安全は医療の質を担保する根幹 
となるものです。委員会メンバーはそのことを心に留め、これからも委員会活動に取り 
組んでまいります。 
 
 
 

 病院駐車場を眺めますと二つの像が立っています。入って右側の像が聖テレジアの

像です。テレジアは 1873 年、フランスのパリから西南へ 300 キロ、ノルマンディー

丘陵の一角にあるアランソン市マルタン家の 11 人の子供の末っ子として生まれ、5
歳の時、母を失ってからは、おもに父マルタンの手で育てられました。1888 年 15
歳の春にリジューのカルメル会に入会し、24 歳で亡くなりました。短い修道生活で

したが、教会のため、罪人の回心のため、宣教師のために絶えず祈り続け、ひたすら

神への全き信頼と委託のうちに生活をした方です。復生病院へテレジアのご像がフラ

ンスから送られてきたのは、今から 92 年前の事です。当時の院長ドルワル・ド・レ

ゼー神父は病院にお金が無くなると、テレジアにお願いのお祈りを捧げ、「復生病院

の会計係」として任命したというエピソードが残されています。テレジアは亡くなる

時に、“私が天に昇りましたら、地上にバラの雨を降らせましょう。”と言い残してこ

の世を去った人です。現在でもリジューでは聖テレジアのお祝い日になると、人々が

バラの花を飾り、聖テレジアの取次を願いながら祈りの行列をするそうです。ちなみ

に昨年 10 月にはテレジアの両親が教皇フランシスコによって聖人に列聖されまし

た。聖テレジアのご像は旧会議室の裏にありましたが、平成 18 年の春に現在の場所

に移設されました。外来駐車場に車を停められる方は、聖テレジアのご像の前でしば

し留まってみてください。バラを抱えている姿を見ることが出来るでしょう。次回は

聖ジェラルド・マイエラについてお話しましょう。 

院内の像⑤ ～聖テレジア～ 
 
  

リスクマネジメント委員会 

委員長 杉山 美貴子 

シスター徳永美智子 

聖テレジア像 

この日も草餅はありませんでした 



 
 

 
□ インフルエンザの予防接種をご希望の方は受付・外来にご相談下さい。 
□ 土曜日午前の内科外来はしばらくの間、休診となります 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お知らせ：第３、５土曜日の皮膚科外来は休診となります。 
□都合等により、休診や代診の場合があります。お電話でお問い合わせのうえご来院下さい。 

 
             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

  
午 前 

内科（平田） 

内科（林） 内科（平田） 内科（林） 

内科（江藤） 
 

心療内科（飛澤） 
（予約制） 

心療内科（飛澤） 

休 診 

循環器科（関口） 
（第３週） 皮膚科 

（皮膚科外来予定表を

ご覧下さい)   心療内科（飛澤） 
（予約制） 

  
午 後 

循環器科（関口） 
（第３週） 

14:00～15:30 
休 診 休 診 

緩和ケア外来 
（平田） 
（予約制） 

休 診 休 診   
  

太田 有史 医師  

診察開始 ９:００ 診察日  １／２休診 ・  ２／６  ・ ３／５ 

新村 眞人 医師 
診察開始 ９:００ 診察日  １／９  ・  ２／１３ ・ ３／１２ 

石地 尚興 医師  

診察開始 ９:００ 診察日   １／２３ ・  ２／２７ ・ ３／２６ 

外 来 担 当 表 

皮膚科外来予定表 

 

  
       新しい一年が始まりました。新年おめでとうございます。復生病院 

     の広報誌を担当しているわたしたちも新しい心で編集に携わりたい 

と思っています。職場はそれぞれ違いますが、和気藹々
あいあい

と意見を出 

しながら広報誌づくりをしています。今年もよろしくお願いします。 

皆様からの記事を募集しています。どうぞご協力を！！  

                編集委員 み 
 

編集
後記 
 

新新ししいい仲仲間間のの紹紹介介    
「「宜宜ししくくおお願願いいししまますす♪♪」」 

12 月 15日 人権音楽会 

12 月 12日 座間キャンプクリスマス慰問 

12 月 20日 
クリスマス会 
御殿場南高校 
吹奏楽部の皆さん 

       大久保みゆき （療養 看護師） 
        セカンド新人です。一生懸命頑

張りますので、よろしくお願い

致します。 

フォトギャラリー 

広報委員会メンバー 


